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。わが国の水泳の起源=七百年前

の鎌倉時代 は鹿島流、または海賊流

とい ったのがいちばん古い泳法。俗
にカエJレ泳ぎという。武術として取
上げられたのは加藤清正の家束、安
田原兵衛が考案 した神伝流が古く 、
向井、小堀、岩倉、観海の各派が生

れたも
。花火の開祖=七色変化や仕掛花
火の開祖は、鍵屋 (かぎや)弥兵衛
{一六五八年)といわれ郷里大和国
(奈良県)から江戸へ出たかれは、
幕府鉄砲方ののろ し打上げをみて、
おらちゃ花火つ く ったのが亨保二年
(一七一七年)玉屋というのは鍵屋

ののれんわけである。
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る
た
め
、

牛
乳
の
取
扱
い

直
接
売
ら
れ
る
よ
う
な
と
と
が
あ
一
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
。
一
に
つ
い
て
、
頭
を
悩
ま
し
て
お
ら

り
ま
す
が
、
と
れ
は
、
牛
乳
の
衛
一
牛
乳
を
配
達
し
て
も
ら
わ
ず
に
、
一
れ
る
方
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
@

生
と
い
う
点
で
い
ろ
い
ろ
な
心
配
一直
接
販
売
庖
で
買
う
と
き
は
、

冷一
乳
幼
児
相
談
室
(
保
健
所
)
を
ご

が
あ
る
た
め
、

規
則
で
禁
じ
ら
れ
一
却
保
存
設
備
を
し
て
か
ら
保
健
所
一
利
用
く
だ
さ
い
.
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真
珠
貝
の
採
取
は
厳
禁

蛋白質

市
内
各
漁
協
で
は
、

磯
遊
び
に

つ
い
て
の
注
意
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
.

ど
存
じ
の
よ
う
に
、
大
村
市
内

海
岸
付
近
の
小
石
に
は
真
珠
員
の

稚
貝
が
付
着
レ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
海
草
や
貝
類
を
探
る
た
め
、

小
石
を
移
動
さ
せ
、
稚
貝
を
死
滅

さ
せ
た
り
他
の
貝
と
誤
っ
て
真
珠

貝
を
採
取
し
た
り
、
ず
る
人
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
乙
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
三
浦
海
岸
に
は
、

俗
称

パ
カ
貝

(ハ
マ
グ
リ
に
に
た
貝
)

が
多
く
繁
殖
し
ま
す
。
乙
れ
を
多

量
に
採
っ
て
い
る
人
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
漁
協
で
は
こ
の
貝
の
保

護
繁
殖

に
つ
と
め
て
い
ま
す
の

で、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(商
工
水
産
課
)

2，200カ ロリー熱量709 2，280カロリ ー熱量

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
寄
付

大
村
市
で
は
花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
一
周
年
を
迎
え
、
さ
る
六
月

実

ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
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士
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ご
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一

一
大
村
市
役
所
農
林
課
御
中

一五
月
十
日
以
降

A
久
原
郷
一
八
三

三
根
尚

畏

女

久

美
子

2
-
m

A
玖
島
郷
一二
七

田
中
正
徳

二

男

悟
郎
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A
久
原
郷
四
O
二

山

川
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諏
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八
区
一
七
五

号

宮
丸
正
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子

2
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玖
凪
郷

一
二
二

宮

永
昭
男

二
女

律
子
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竹
mm
郷
六
七
二

中

道
卯
一

畏
男

政

審

祁

ム
永
主
町

山
口
英
之

畏
女

悦
子

3

・1

ム
中
諏
訪
町
一

O
五

楠

本
寛
之

二一
男

雅

孝

2

ム
乾
馬
場
郷
一

二
三
九
小
嶋
正

治

長
男

孝

文

6

ム
久
照
郷
七

一

畏
与
光

載

長

女

ミ

ツ
子

3

ム
下
波
止
五
五
一
橋
本
弥
三
太

二
女

妙
子

3
・
1

ム
松
並
町
三
九
五
吉
次
駿
行

長

男

雅

暢

4

A
諏
訪
八
区
二
五
七
号
貞
苅
利

二
男

劃

5

:

ム
黒
木
郷
一
九
二

杉
原
照
正

四
女

す
え
子

6

ム
乾
馬
場
郷
二
O
六

荒

木

宵〔い
す
わ
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菜身し
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畏
男

宏
彦

6

A
西
一
ニ
峨
町
三
の
九

畏
女
映
美

6

A
宮
代
郷

一
七
五

回
口

畏
女

康
子

4

ム
ニ
ノ
郷
一一
一一六

柴
同
友
音

三
男

費
隆

5

ム
杭
出
津
四
区
四
三
五
号

新
畑

政

夫

畏
女

園
枝

8
中
尾一

帯
巌
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Vou
i川
市
詰

ぐ
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i
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5
7
5
り
日
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・-年
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九
円
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お

山ヴ
バ
川
'山市
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み
以

下
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t¥
いし町
内
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f
円

、
竹

川

崎

二
月
十
七
日
以
降

企
竹
松
郷

一三
七

六

武
富
則
本

本

人

則
本

的
才

2
・日

A
諏
訪
七
区

二一
七
号
井
手
上

玉

嘉

父

玉

じ

臼
才

口

A
武
部
郷
三一

四

一ニ
根
吉
人

本

人

吉

人

臼

才

M

企
矢
上
郷
三
二
ハ
一
楽
叉
回
郎

妻

ツ
ギ
日
才
r

口

企
黒
丸
郷
五
二
六

久

保
井
歓
次

五
女

絹
代

8
才

口

A
今
村
郷

一
八
四
八
中
山
平
吾

本

人

卒
吾

臼
才

印

A
池
田
郷
七
七
四
敬
老
院

山

ロ
キ
ヤ

飢

才

初

A
岩
松
郷
三
四
一
砂
田
貞
一

三
男

尊

彦

幻

才

幻

A
諏
訪
郷
五
九

朝
最
軍
市

長

男

議

犯

才

れ

A
中
諏
訪
町
二
五
松
尾
卯
平
太

本
人
卯
平
太

叩
才
初


